
1 期　　　日 令和元年８月１１日（日）・１２日（月）

2 場　　　所 富山県総合運動公園富山県陸上競技場

富山市南中田３６８ ＴＥＬ　０７６-４２９-８８３５

3 実施要領

（１） 種目及び日程

　　  成年男女・少年男女 ８月１１日（日）　第１日・・・９時００分より競技開始

８月１２日（月）　第２日・・・９時００分より競技開始

（２）競技種目

ア 男　子 ◎　一日目種目

◎１００ｍ、４００ｍ、◎８００ｍ、１１０ｍＨ、◎４００ｍＨ、◎５０００ｍW

◎走高跳、◎三段跳、砲丸投、やり投

◎１００ｍ、４００ｍ、５０００ｍ、◎４００ｍＨ ◎８００ｍ（予選・準決）

棒高跳、走幅跳、◎ハンマー投、やり投 １１０ｍH、◎５０００ｍW

◎１００ｍ、３０００ｍ、走幅跳、砲丸投 ◎走高跳、◎三段跳

◎円盤投

イ 女　子

１００ｍ、◎４００ｍ、１５００ｍ、◎５０００ｍ、４００ｍＨ、◎５０００ｍＷ

走高跳、◎棒高跳、砲丸投、◎円盤投、やり投

１００ｍ、◎４００ｍ、３０００ｍ、１００ｍＨ ◎８００ｍ（予選）

◎走幅跳 ４００ｍH、三段跳

１００ｍ、◎１５００ｍ（予選）、◎１００ｍＨ 砲丸投、◎円盤投

◎走幅跳 やり投

成年女子の５０００ｍW、走高跳、棒高跳には、少年女子Ａからもエントリーできる。

（３）　競技上の規定及び方法

　　２０１９年度日本陸上競技連盟競技規則により実施

ア 少年男子共通１１０ｍＨの、ハードルの高さ/ハードル間は、0.991ｍ/9.14ｍとする。

イ 少年男子Ａハンマー投のハンマーの重さは、6.000kgとする。

ウ 少年男子Ｂ砲丸投の砲丸の重さは、5.000ｋｇとする。

エ 少年男子共通円盤投の円盤の重さは、1.750ｋｇとする。

オ 少年女子Ｂ１００ｍＨの、ハードルの高さ/ハードル間は、0.762ｍ/8.5ｍとする。

カ 少年女子共通砲丸投の砲丸の重さは、4.000ｋｇとする。

キ 少年女子共通円盤投の円盤の重さは、1.000ｋｇとする。

（４）　出場資格

ア 令和元年度（平成３１年度）日本陸上競技連盟登録者

（申込前に日本陸上競技連盟に登録後、富山県ナンバーを取得すること。）

イ 選手の年齢基準

・ 成年の部は、平成１３年４月１日以前に生まれた者。

・ 少年Ａの部は、平成１３年４月２日以降、平成１５年４月１日までに生まれた者。

・ 少年Ｂの部は、平成１５年４月２日以降に生まれた者。（但し、中学生は３年生のみとする）
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（５）　申込制限
ア 人員及び種目数　制限なし

（６）　申込方法

ア アスリートランキングのＨＰから申し込むこと。　http://www.athleteranking.com/

令和元年６月２７日（木）～７月１０日（水）１７：００までに入力を完了すること。

イ ＨＰへの入力後は、規定の大会申込書（ＨＰより取得してください）を一括して、

７月１１日(木）までに、必ず下記へ郵送すること。

・大会申込書は種別毎、男女別に１通（Ａ，Ｂも別々に。）ずつ作成すること。

※用紙不足のときはコピーして下さい。

《郵送先》 　〒９３９-８２３４　富山市南中田３６８　　　

　　　富山県総合運動公園陸上競技場内

　　　　　（一財）富山陸上競技協会　事務局

TEL　０７６-４６１-５９１７

FAX　０７６-４６１-５９２７

（７）　参加料

　　参加料の納入は銀行振り込みに限る。※申込と同時に納入すること。

ア 成年１人１種目につき・・・・・ １、５００円

イ 少年１人１種目につき・・・・・ 　　８００円

ウ プログラム代１人１冊・・・・・・ 　　６００円

※アスリートランキングドットコム使用料１００円を含む。

《振込先》 北陸銀行　五福支店 普通　５０６３５１０

名義 財）富山陸上競技協会 大会会計　　上不　由香里

住所　　郵送先に同じ

*手数料は本人負担でお願いします。

*氏名の前に所属クラブ名・学校名を入力して振り込みしてください。

（８）　表　　 彰

２位まで表彰を行う。

（９） その他

ア ナンバーカードは令和元年度（平成３１年度）富山陸上競技協会登録のナンバーを使用すること。

イ 競技中の事故については、主催者で応急処置のみ行う。

ウ 参加高等学校は補助員のご協力をお願いします。

(10) 個人情報の取り扱いについて
ア 主催者及び共催者は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等を遵守し

個人情報を取り扱う。尚、取得した個人情報は、大会の資格審査、プログラム編成
及び作成、記録発表等、競技運営及び陸上競技に必要な連絡等に利用する。

イ 競技会出場中の映像・写真・記事・記録等のインターネット・テレビ・新聞・雑誌等
の掲載は主催者に属する。


